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す。また、トレーサビリティ（農産物の流通経路を
生産段階から最終消費段階まで追跡が可能な状態）
が明確になり、誰が見ても安全・安心な食材を出荷
できるようになりました。

知事：どんなルールを決めているんですか。
林 ：たとえば入室規定を決め、それを守ってもらえる方

しか入室できないようにしています。また、安全に
作業できるように細かい手順を決めてマニュアル化
し実践しています。

知事：作業工程の手順をすべてマニュアル化しているんで
すね。

林 ：はい。生産から出荷までの各プロセスを「見える化」して、第三者に説明できるようにしています。たと
えば乾燥機の工程では、農作物が獲れた場所や品種、いつ乾燥したかなど、すべて記録し貼り紙にしてい
ます。また出荷する農産物についても、誰が見ても分かるように品種名や数量などを記録しています。

知事：なるほど。生産や出荷の状況を第三者に説明して理解できるように、つねに透明化、見える化して実践し
ているということですね。でも、従業員さんたちは最初、「社長、そんな面倒くさいこと嫌だ」と言いま
せんでしたか。

林 ：確かに言っていました。
知事：そうですか。今はどうですか。
林 ：変わりましたね。はじめは私だけが取り組んでいましたが、徐々に従業員もやってくれるようになりまし

た。今では従業員自ら率先して実践してくれるようになっています。その結果、ミスも少なくなりまし
た。JGAPに取り組んでよかったなと思います。

知事：それは素晴らしいことですね。続いての質問ですが、農業に取り組む中で、どういう時に喜びややりがい
を感じますか。

林 ：４～５月に苗を植えて、段々と大きくなっていく様子を見ると嬉しくなります。また、自分が思っていた
より、品質の高いものができて収穫量も多ければ、
やりがいが出てきます。

知事：予測していなかった天候の変化など、さまざまなこ
とで苦労し、ドキドキワクワクしながら長い時間か
けて育てた作物を収穫した時は、達成感が大きいで
しょうね。

林 ：大きいですね。
知事：建設業に携わりモノを作ったりしたら、それはそれ

で達成感があったと思いますが、また違う感じですか。
林 ：そうですね。一年に一回しか作れませんからね。

トラクターの作業前点検を見学させてもらいました。

林さんは、生産工程すべてを記録して「見える化」す
ることで、ミスが減り、安全・安心な食材を出荷でき
るようになると言います。
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知事：三重県では７月の三重県GAP推進大会で「みえGAPチャレンジ宣言」を発表しました。今後、GAP認証
の輪を広げていくために、どのようなことが必要だと思いますか。

林 ：どの農場でも、それぞれ決めたルールがあるはずです。そのルールをちょっとアレンジして、JGAPのル
ールに書き換えれば、誰でも簡単にできるはずです。

知事：それぞれの農場で、今も使っているルールをGAPのルールと照らし合わせて書き換え、それを見える化、
明文化すればできるということですね。あまりハードルを高く構えなくてもいいんですね。

林 ：JGAPが普及すれば、これからの農場は、もっと変われるはずです。そして、三重県の農作物の安全性や
信頼性を高めることができると考えています。

知事：ありがとうございます。林さんのように実践してくれた人が、次代の指導者となって、多くの人に普及し
てもらえたらと思っています。
では最後の質問ですが、地域の農業の若き担い手として、地域の農家の皆さんと一緒に取り組んでいきた
いことを教えてください。

林 ：一番は環境保全に取り組んでいきたいと思っています。
知事：たとえば、どんなことですか。
林 ：農薬の残材処理などです。残った農薬を垂れ流ししないように、また、排水路に流れないように工夫した

りします。
知事：なるほど。GAPのルールの中には、農薬の管理も極めて厳しく定められていますからね。そういうルー

ルをみんなで共有し、環境によい農業を進めていこうということですね。
林 ：はい。
知事：ぜひ、頑張ってください。林さんのような若くて志の高い人たちが増えるように、僕たちも頑張ります。

これからも力を貸してください。
林 ：お願いします。
知事：ありがとうございました。
林 ：どうも、ありがとうございました。

三重県が開発したブランド米「結びの神」を試食。
かめばかむほど甘みが出ます！

コメを中心に、麦や大豆などを栽培しています。
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※インタビューの内容は、読みやすさの観点から一部要約等を行っています。
※記載内容、写真の無断転載を禁じます。
※内容に関するご意見・お問い合わせは、三重県戦略企画部広聴広報課まで

〒514-8570三重県津市広明町13
☎ 059･224･2788 FAX 059･224･2032  
E-mail koho@pref.mie.jp


